
《３０年間の変化（その９）》 
  
 「交通」 
 
 
 今回は「交通」について考えてみたいと思います。 
 
 人の移動や物資の輸送などの交通運輸は、社会を支える重要な基盤の一つです。こ

のような交通手段の中で１８８０年代にヨーロッパで発明され、１９００年代前半に

アメリカを中心として量産化が進んだ「自動車」は、いま世界全体で約７億台が保有

されるに至り、陸上交通の主役として世界を変える働きをしています。また、「航空機」

も大型化が図られ、海外へ出かけることも特別なことではなくなりました。この他、「鉄

道」や「船舶」も社会の中で重要な役割を果たしています。これらの中で、今回は「自

動車」と「自転車」について考えてみたいと思います。 
 
 まず、「自動車」から考えてみたいと思います。仕事や遊びにおける移動や輸送手段

として、自動車は他の交通手段に比べ飛躍的に便利かつ快適であることは間違いあり

ません。自動車検査登録協力会（http://www.aira.or.jp/）のデータによると１９７０

年から２００１年までの国内における自動車保有台数は一度も減少することなく毎年

増加を続けていることがわかります。大雑把にみて１０年ごとに約２千万台増加して

います。 
 
保有台数 
 
１９７０年  １６，５２８，５２１台 
１９８０年  ３７，３３３，２５０台 
１９９０年  ５７，９９３，８６６台 
２００１年  ７５，５２４，９７３台 
 
 自動車工業の成長の様子を生産面及び貿易面から見てみると、まず自動車の生産台

数は、１９６０年代半ばに欧州諸国を上回り、１９８０年には米国を上回るようにな

っています。また、自動車の輸出台数について見ると１９７０年代半ばから世界第１

位になっています。  
 
 一方、自動車交通の発達がもたらした負の資産として、交通事故による多数の死傷

者の発生、都市を中心として発生する慢性的な交通渋滞、交通の振動騒音やＣＯ２，Ｎ

Ｏｘ，ＳＯｘなどの排出による環境劣化があります。自動車事故による死者は、現在、

世界全体で年間およそ６０万人と推定されています。日本では１９７０年の１６，７

６５人を最高として１９８０年ごろまでにほぼ半減し、その後の横ばい・増加を経て



最近は漸減の傾向にあります。１９９９年の全国年間死者数は９，００５名でしたが、

事故件数と負傷者数はいずれも増加傾向にあり、それぞれ、年間８０万件と１００万

名を越えています。 
 
 また、国土交通省によると道路交通需要の大きな伸びや首都高速都心環状線にみら

れるような通行量の６割を通過交通が占めている等の非効率な道路利用により、道路

交通渋滞は深刻化しています。全国で年間に発生する渋滞損失は約１２兆円、国民一

人当たりの年間損失時間は約４２時間にのぼると報告されています。 
 
 
 ちなみに渋滞損失額が多い都道府県と少ない都道府県の各１０位までを以下に示し

ます。 
 
順位 都道府県名 １ｋｍ当たりの渋滞損失額（万円／年間） 
 
１  東京都   ６，７１０  
２  大阪府   ３，８９４  
３  沖縄県   ２，２６１  
４  神奈川県  ２，０７８  
５  京都府   １，８１５  
６  福岡県   １，３０４  
７  愛知県   １，２９６  
８  千葉県   １，２７８  
９  滋賀県   １，２１６  
１０ 埼玉県   １，２１５  
 
順位 都道府県名 １ｋｍ当たりの渋滞損失額（万円／年間） 
  
１  岩手県     ４７５  
２  島根県     ５０８  
３  鹿児島県    ５３７  
４  福島県     ５４９  
５  北海道     ５５８  
６  宮崎県     ５６１  
７  秋田県     ６２９  
８  青森県     ６３２  
９  鳥取県     ６４７  
１０ 大分県     ６５９  



 一般論から言えば、最も効率的な投資は損失額の大きな都道府県の渋滞を優先して

軽減することと思いますが、高速道路建設についての議論でも明らかなとおり政治が

らみの問題は解決が容易ではないのかもしれません。 
  
 
 ちょっと本論から外れますが、個人的に日頃から気になっている交通信号機につい

て考えてみたいと思います。１９９６年の警察庁データによると国内には１５７，７

９２基の信号機が設置されているそうです。信号機は安全を確保する上で極めて有効

な手段と思いますが、 
 
 一方で過剰な設置は渋滞の原因とならないまでも損失の一因となります。各国の信

号機設置数に関するデータがないのでわかりませんが、日本の設置数がかなり多いよ

うな気がします。時には視界が良好で、交通量も多くない交差点でも信号機が設置さ

れているのをよく見かけます。 
 
 交差点に信号機がつきものの日本に比べイギリスなどのヨーロッパでは

「Roundabout（ロータリー）」を見かけます。このような構造の交差点はルールを守

らないと必ず事故に結びつくやり方とは思いますが、交差点での流れを妨げない方法

として極めて興味深く感じています。同様な構造の交差点を導入するには自動車を運

転するに際しての一定レベルの運転技量や交通ルールに対する厳格な認識が不可欠と

は思います。 
 
 日本の道路には制限速度は表示されていますが、本当の制限速度は良くわかりませ

ん。交通ルールが曖昧な国でロータリー形式の交差点を設置するのは無理があるのか

もしれませんが、横断歩道等への配慮を必要としないような交差点では信号機一辺倒

でない別の仕組みも考えてみる価値があるように思えてなりません。  
 
 
 次に「自転車」のことを考えたいと思います。都市生活において「自転車」が「自

動車」に代わる魅力的な交通手段になる可能性があります。健康面での利点は言うま

でもなく、渋滞、大気汚染を削減できます。渋滞解消になるのは、単純に車１台分の

空間に自転車なら１０台近くは収容できるからです。 
 
 また、自転車用道路は自動車専用道路よりもはるかに多くの人の移動を可能にしま

す。多くの都市にとって魅力ある自転車ですが、実際に走りやすい環境が整備されて

いる訳ではありません。現在の道路は「自動車」と「歩行者」を対象としており、「自

転車」は考慮外というのが実状と思います。そこで具体的な数字として国内における

自転車道の整備状況を以下に示します。 
 
 
 



日本の自転車道等の整備状況 
 
１９７１年  １，１９７  ｋｍ 
１９７５年  １０，５５８ （  ３３８） 
１９８０年  ２９，６１２ （  ９６５） 
１９８５年  ４４，９５７ （１，１７９） 
１９９０年  ６５，６８１ （１，５３０） 
１９９５年  ８９，２３１ （１，９２４） 
１９９７年  ９９，３１３ （１，９７８） 
  
 各年４月１日の現況／延長は、延べ延長／自転車道等とは、自転車道、自転車歩行

者道、自転車専用道路および自転車歩行者専用道路を示しています／（ ）内の数字

は、内書きで、歩道と構造的に分離された自転車道のことです 
 
 日本の自転車道路の整備はこの３０年間で飛躍的に進んでいます。しかし、平成１

１年４月１日現在の一般道路の総延長は１，１５５，４３９ｋｍとされており、自動

車道路と比較すると自転車道の整備は未だに不十分です。 
 
 
 私の住む仙台市は人口が約１００万人の地方都市ですが、市街地には万年渋滞の道

路も多く道路整備や拡張工事が積極的に行われています。しかし、道路を拡張すると

交通量がさらに増えるという悪循環に陥っているようにも見えます。誤解かもしれま

せんが自動車道路の拡張に比べて、自転車道の整備や駐輪場の確保に対してはそれほ

ど熱心ではないように感じます。これは決して仙台市に限ったことではありません。 
 
 繁華街周辺は駐輪場の不足から歩道上での違法駐輪が多く強制撤去が頻繁に行われ

ています。これはある意味で自然の成り行きとも言えます。駐車場はいたるところに

あるのに、駐輪場は極めて限られた場所にしかありません。しかも、地下設置型がほ

とんどでしかも有料です。利便性を無視した駐輪場の設置では根本的な解決策にはな

りません。 
 
 
 街中には駐車場から駐輪用に転用できるスペースは十分にあります。道路を拡張す

るよりも遥かに小さな投資で駐輪場の整備は実現できるように思えてなりません。自

治体が民間運営の駐輪場の設置を積極的に支援することも有効な解決策と思います。

様々な制約から政策の転換が容易でないことは理解できますが、より整合性のある解

決策の実現に向けた今後の積極的な取組みを期待したいと思います。道路の拡張や整

備以上に公共交通機関の利便性の改善、自転車道の整備や駐輪場の確保の方がはるか

に時代の流れに合致しているように思います。 
 
 



 
 以上、「交通」という観点から少しだけ整理してみました。この３０年間の様々な交

通手段の発達により私たちの生活は格段に便利になりました。特に「自動車」の発展

は本当に私たちの生活を豊かなものにしてくれました。しかし、「道路」との関係から

言えば、特に都市部での「自動車」利用は飽和状態に近づいているのではないかと感

じています。今後、「自動車」に限らず「鉄道」、「航空機」、「船舶」、そして「自転車」

等を適材適所に活用し、部分的な便利さの追求ではなく、交通「システム」全体を考

慮した新たな交通網構築の必要性が高まっているように思います。 
 

 

 

(２００２年２月１５日配信内容を改訂) 


